騒音付表

（騒音付表）
	４．騒音の大きさ（デシベル）に関する説明書
　（１） 作業場建物の構造及び工場又は事業場の堀の構造


	
	作　業　場　建　物　の　構　造
	工場又は事業場の堀の構造
	

	
	
	壁
	屋根
	窓
	扉
	床
	柱
	はり
	材質
	
	

	
	材質
	コンクリートブロック
	
	ガラス
	
	
	
	
	高さ
	
	

	
	厚さ
	10cm
	
	5mm
	
	
	
	
	厚さ
	
	

	　（２） 騒音の大きさに係る計算書


	
	
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	Ｄ
	

	
	音　　源
	名　　　称
	機械プレス
	空気圧縮機
	
	
	

	
	
	騒音の大きさ
（デシベル）
	１００
	７５
	
	
	

	
	距離減衰
	距離（ｍ）
	２５
	１０
	
	
	

	
	
	減衰 
（デシベル）
	（※）２８
	（※）１０
	
	
	

	
	建物の
透過損失
	材　　　質
	コンクリートブロック
	コンクリートブロック
	
	
	

	
	
	減音 
（デシベル）
	２８
	２８
	
	
	

	
	
	材　　　質
	
	
	
	
	

	
	
	減音 
（デシベル）
	
	
	
	
	

	
	その他の
防音対策
	名　　　称
	
	
	
	
	

	
	
	減音
 （デシベル）
	
	
	
	
	

	
	騒音減衰の合計　
（デシベル）
	５６
	３８
	
	
	

	
	敷地境界での騒音
 （デシベル）
	４４
	３７
	
	
	

	


※距離減衰の求め方



ｒ１：発生源での騒音レベルを測った距離
ｒ２：音源から敷地境界線までの距離
※（２）の計算で透過損失を考慮する場合には計算の参考となるような情報を記載すること。なお、（２）の計算に使用しない場合であっても、分かる範囲で記載することが望ましい。





・音減対策をしない場合や、防音壁等を設置しない場合は、空欄でも良い。





ｒ２





距離減衰（ｄＢ）＝20×log10（ｒ２/ｒ１）





音源





ｒ1









